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acetates. Symposium on Fluorine and Heteroatom­
containing Compounds， 1987， 7，  Tokyo. 
司iハU唱Ei
7) Takeuchi Y. ，  Nojiri  M. ，  Nagata K. and Koizumi 
T. : The Unusual Reactivities and Application of 
Those Compounds where Two or Three Different 
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ー ネ プ ラ ノ シ ン A合成 中 間 体の エ ナ ン チ オ 集約 的
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dioxy- α -acetamidocinnamic acid using newly de­
veloped silica gel-supported chiral rhodium ( 1 )  
-phosphine complexes_ Chem. Pharm. Bull .  35 
1686-1690， 1987. 
⑥ 学会報告
1) 上山 勉， 榎本三郎， 井上正美 : ベ ン ゼ ン のハ
イ ド ロ ア ル キ レ ー シ ョ ン に お け る 触媒作用 と 速度
論的解析. 日 本薬学会第107年会， 1987， 4 ， 京都.
2) 井上正美， 浦垣俊孝， 榎本三郎 : ク ロ ム 酸ー酸
化 ト リ ブチ ル 錫系 に よ る オ レ フ ィ ン の H202 酸化
機構. 日 本薬学会第107年会， 1987， 4 ， 京都.
3) 柏木 寛， 榎本三郎 : 高分子化合物 の表面への
有機分子 の吸着 の 際の酸化還元反応の活性点 の 出
現機構 に 関す る 考察. 日 本薬学会第107年会， 1987 ，
4 ， 京都.
4) 井上正美， 石塚仰康， 榎本三郎 : シ リ カ 担持 ロ
ジ ウ ム 錯体触媒 に よ る 桂皮酸類の不斉水素化 - 金
属 イ オ ン の添加効果 - 日 本化学会第55秋季年会，
第60回触媒討論会， 1987， 10， 福 岡 .
5 )  浦垣俊孝， 井上正美， 榎本三郎 : ク ロ ム 酸 一 有
機錫化合物 を触媒 と す る オ レ フ ィ ン 類 の過酸化水
素酸化. 日 本化学会第55秋季年会， 第60回触媒討
論会， 1 987， 10， 福 岡 .
6 )  森 正明 ， ナ ル シ サ ・ ウ ィ ・ ユ， 酒井喜久子，
井上正美， 宮原龍郎， 孤塚 寛 : 覚醒剤類似物質
メ フ エ ン タ ミ ン 投 与 ラ ッ ト の 尿 中 代 謝物 に つ い
て . 日 本薬学会北陸支部第73回例会， 1987， 1 1 ， 
富 山 .
教 授 竹 口 紀 晃
講 師 森 井 孫 俊
助 手 柏 倉 正
助 手 浅 野 真 司
⑥ 著 書
1 )  竹 口 紀 晃 (H + + K +) -ATPase. r新生 理学 大
系 3 . 膜輸送の生理学」 星 猛， 香川 靖雄編， 81 -85，
医学書院， 1987. 
2) 竹 口 紀晃 : 酸， 「新生理学大系 5 . 分泌の生理学」
菅野富夫， 今井雄介編， 215-226， 医学書院， 1987. 
φ 原 著
1 )  Asano S. ， lnoie M.  and Takeguchi N .  : The CI 
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